








○嘉永七年写。水玉模様灰色表紙。四針袋綴装。紫色角裂。縦二六・一糎×横一八・二糎。中遊紙一丁、目録三丁、本文三九丁、計四二丁、後遊紙一五丁。料紙、混漉き、薄様。○外題、原題簽、水玉模様薄朱色題簽に墨書、左肩に「綾廼屋雑録」 。内題、 「謡曲作物録」 。尾題、なし。○序、なし。奥書「右一冊為心得写置者也／嘉永七寅年出来／光能（花押） 」 。○印記、 なし。作り物各種に続き、 各曲の作物図。一部彩色。目録は「杉の葉箒」 「萩箒」 「釣竿」 「弓袋」 「ゑぶり」 「弓矢」 「忠度の矢」 「加茂」 「船」 「三輪」 「松風
  小車」 「羽衣
　
松風」 「山」 「道明寺・玉井」 「玉井」 「羯皷䑓」 「兼平」 「道盛」 「宮」 「井筒」 「土蜘」 「大會」 「野々
宮」 「國栖」 「箙」 「山姥」 「唐船」 「車僧」 「歌占」 「昭君」 「谷行」 「定家 篭太鼓」 「三井寺」 「現在鵺」 「鞍馬天狗」 「是界」 「角田川・柏﨑・百萬
　
三井寺
  藤永」 「小鍛冶」 「邯鄲」 「景清」 「葛城」 「湯谷
　
是界」 「黒塚」 「江口」 「小督」 「繪馬」 「錦木」 「白髭」 「呉服」 「半蔀」 「小塩」







































一（～六、 八） 」 。各冊により字体を変えている。巻六の題簽には「六」と刷られた左下














○寛文五年版の後刷り本。縹色紙表紙。四針袋綴装。綴じ糸は後綴。縦二五・八糎×横一八・七糎。匡郭なし。各冊とも前後遊紙なし。本文、第一巻二六丁、第二巻二〇丁、第三巻三九丁、第四巻四五丁、第五巻四〇丁、第六巻三七丁、第 巻五〇丁、第八巻二四丁。第二巻に城郭見取り図が一紙挟み込まれている。 「□海平山城（山七段／五働）扇様之圖」 「天保九戌年極月十五日」 「渡辺専右衛門守義」 。料紙、楮紙。片面九行。○外題、原題簽 無地刷り題簽 左肩「花傳抄
　
第一（～八）巻」 。内題、なし。尾題、なし。版心、 「花傳一（～八） 」および丁付。


























○宝暦一〇年刊。紺色杉葉に鳳凰文様紙表紙。四針袋綴装。綴じ糸は後綴。縦一二・七糎×横一八・五糎。単匡郭、縦八・九糎×横一四・一糎。六二丁。但、うち第二四丁は白紙。遊 なし 料紙、楮紙○外題、原題簽、子持郭題簽、中央 「 （改／正）能訓蒙圖彙」 、 「改正」は頭書。内題、 「能訓蒙圖彙上」 尾題、なし。版心、なし。○序、第二三丁表から第二四丁表（下巻冒頭）に、 「鳳城
　




















全」 。見返し題、中央に「能画圖式」 、右に「暁斎先生筆」 、左に「章






































































































三（～六） 」 。尾題、なし。版心、各冊、 「能式一（～六） 」 、下部に丁付け。

















































三（～六） 」 。尾題、なし。版心、 「能式一（～六） 」 、下部に丁付け。





○印記、一丁表右下ほかに、長方陽刻朱印 森脇蔵書」 。一 表右下ほかに、長方子持郭陽刻朱印「環翠軒小林蔵」 。合冊本。三Ｇｄイ１よりも刷りは劣る。巻末に「谷口七左衛門」の「板行目録 一丁を掲載する。
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本文冒頭 序
本文末・刊記 本文・挿絵
